
 

令和元年度 AG５研究委託事業報告資料（取組のまとめ） 

（リオデジャネイロ日本人学校:RJ） 

 

１ テーマ「ICTを活用した遠隔での授業実践及び教師研修のプログラム開発」 
 
２ 目的  日本人学校における高度グローバル人材の育成を目指し、他の日本人学校等と連携し

て、遠隔での合同授業や教員研修等を実施し、その評価、成果も含めてプログラムを開発
する。 

 
３ 内容 （１）SPRJ遠隔合同授業(サンパウロ日本人学校：SP) 
     （２）SPRJ遠隔合同研修 
 
４ 方法 （１）ビデオ接続（インターネット回線で、Zoom, LINE, Skype, Meet） 

（２）メッセージ（電子メールや SNS） 
（３）共有フォルダ 
（４）音声通話（電話や SNS) 
（５）直接出会う 
（６）共有ドキュメント（Google Document, Zoomのホワイトボード） 

 
５ 取組 （１）SPRJ高度グローバル人材育成拠点事業研究指定校会議(於：SP) 

（２）SPRJ遠隔連携実験 
   ①第１回遠隔連携実験（LINEでビデオ接続） 
   ②第２回遠隔連携実験（Skypeでビデオ接続） 
   ③第３回遠隔連携実験（Google Meetでビデオ接続） 
（３）SPRJ共有フォルダーの作成 
（４）SPRJメーリングリストの作成 
（５）４校の合同遠隔教育研修   
   ①（ ９月２０日）②（１０月２９日）③（１１月 ６日） 
   ④（１１月２７日）⑤（ １月２１日）⑥（ ２月１３日） 
（６）SP中学３年と RJ中学３年のプログラミング教育の合同授業 
   ①顔合わせ、自己紹介 
   ②Scratch 正多角形をプログラムでかく 

③Scratch  ねこから逃げるプログラム作り 
（７）SP小学５年とプログラミング教育の遠隔授業 
 ①事前打ち合わせ 
   ②Scratch 正多角形をプログラムでかく 
   ③Scratch ねこから逃げるプログラム作り 
（８）SP教員対象のプログラミング教育についての研修 
   ①第１回合同プログラミング教育研修 

「小学校プログラミング教育概要」 
   ②第２回プログラミング教育研修「ねこから逃げるプログラムづくり」 
（９）SP小学５年と RJ小学５・６年との合同道徳授業「同じ空の下で」 
      ①各学校で１時間目の道徳授業 
   ②SPRJ合同道徳授業 
   ③研究協議・ふりかえり 
（10）RJ総合的な学習「リオデジャネイロ紹介クイズ」の SP小学５年への紹介と返信 

①SP小学５年が RJ児童生徒の作成したプログラムにコメントをする 
②RJ児童生徒が SP小学５年のコメントを参考にプログラムを改良する 



 
６ 今年度のまとめ 

○環境整備について 
    ＜人的環境＞ 

・研究初年度ということもあり、本校の職員全員が「遠隔教育」についての共通理解を図ることを重視
し、積極的に情報共有を図った。また、職員研修を定期的に開催し、「遠隔教育」が本校の児童生徒
の教育にどのように関わるのかについて議論を重ね、研究実践をしてきた。 

    ＜機器環境＞ 
・何をどう接続し、どのような手順で操作をするのか、試行錯誤で取り組んだ。また、インターネットの回
線を有効に使えるように、アクセスポイントを増設した。一人一人が積極的に操作して主体的に関わ
れるように１人１台の接続機器（iPad）の整備を目指した。まだ、１人１台にまでは至っていないが、教
員の使用機器を活用し授業中は 1人１台で学習活動を進めることができた。「遠隔授業」を円滑に進
めるためには、今後さらに機器環境の整備が必要である。 

 
   ○遠隔授業について 
    ＜SP との道徳とプログラミング教育の授業＞ 

・今年度の遠隔授業は、道徳とプログラミング教育で取り組んだ。プログラミング教育は、授業の見通し
や手順、ゴールがはっきりしており、説明が少なく簡潔に指示できる。そのため、指導案に沿って授業
を進めやすく、児童の理解を高めることができた。 
・「道徳科」の授業は、現代的な課題である貧困をテーマに、国際理解、国際親善について考える教材
を取り扱った。今回のようなテーマは、教科横断的、総合的に学習を進め、貧困の原因などについて
理解を深めることで、自分との関わりで考えていくことができる。今回の授業では、道徳の時間だけで、
両校の児童の意見交流や議論の時間を十分に確保しようとしたため、予定の時間を大きく超える授業
となった。 
・来年度の「遠隔授業」の実施にあたっては、まずプログラミング教育のように授業を計画しやすい、算
数・数学などの教科から計画的に実施したい。 
・音声だけで授業を進めると、与えられた情報を児童が自分で一覧にしたり整理したりすることが難しい
状況があった。今後は、情報を整理した画面を準備するなど文字情報を共有したい。また、児童が授
業の見通しを持ちやすく、自分の力で進めていけるように、授業の流れをフローチャートなどで示した
い。まとめとしても文、表や図などを画面や板書、文書で示すなどの工夫が必要である。 

 
    ＜サンホセ日本人学校小学６年との遠隔授業＞ 

・プログラミング教育の遠隔授業について、サンホセ日本人学校から依頼があり、サンホセ日本人学校
小学６年生２名とゲストティーチャー型で実施した。他の学年の児童や先生も参観した。このように、遠
隔交流のネットワークが広がることで、より豊かな学習につながっていくと考えられる。 

 
   ○遠隔研修について 
     ・合同遠隔研修で、「遠隔教育」の理論と実践について専門性の高い内容の指導を受けたり情報を交流

したりすることで、理解を深め問題意識を高めることができた。また、遠隔ビデオ会議システム Zoomの
操作を実習することができた。 
・サンパウロ日本人学校の教員にプログラミング研修をゲストティーチャー型で２回行った。プログラミン
グ教育の概要の理解と Scratchを使ったプログラミング体験研修の後、遠隔授業を受ける側の立場か
らの貴重なご意見をいただき、その後の遠隔授業に活かすことができた。 

 

 

  



７ 各取組について                           

「目次」 

取組 （１）SPRJ高度グローバル人材育成拠点事業研究指定校会議(於：SP) 

日時 ２０１９年６月１８日 

場所 サンパウロ日本人学校 

方法 

（５）直接出会う 

（２）メッセージ（電子メールや SNS） 

（４）音声通話（電話や SNS) 

内容 

・サンパウロ日本人学校を本校校長と研究主任が訪問し、AG５研究委託事業に

ついて、どう連携し研究を進めるかを話し合った。 

・その前後に電子メールや電話で相談をした。 

・会議録について電子メールで確認をした。 

 

〇学校事情、研究計画に至る経緯について相互理解 

〇「高度グローバル人材育成」とは何かについての意見交換 

〇遠隔教育の取組み可能性、具体案の検討 

 ・大きな集団でのやり取りの限界と個別やグループ連携の重視 

  映像・コンテンツ・web・作品等、自由交流 等 

〇サンパウロ本年度研究内容である道徳教育研究推進と本研究との調和 

合同授業、情報共有：授業映像、意見、ワークシート 等 

〇プログラミング教育研究推進について 

 ブログラミング教育について本校吉村より説明・内容理解。 

 グローバル人材育成との結びつき意見交換・理解 

   研修、授業、作品紹介 等の必要性確認 

〇具体的な取り組み（対象：教職員・児童生徒、方法、内容、実施時期 等） 

本年度は、道徳教育とプログラミング教育を両校の主内容とする。 

遠隔接続、情報共有（慣れる→研修→授業実践→合同授業→協働実践・研究） 

〇文部科学省への実施計画書の作成、海外子女教育財団との連携 



 

準備物 

(研修資料) 

「第１回 高度グローバル人材育成拠点事業研究指定校会議 

（サンパウロ日本人学校・リオデジャネイロ日本人学校」 

「AG5プロジェクト実施計画書案（リオデジャネイロ日本人学校）」 

「『高度グローバル人材の育成』について（案）」 

「高度グローバル人材育成拠点事業 研究骨子」 

「在外施設の高度グローバル人材育成拠点事業 平成３０年度予算額」 

「平成 31年度 サンパウロ日本人学校 研究推進委員会 活動計画」 

「AG5プロジェクト実施計画書（サンパウロ日本人学校）」 

「サンパウロ日本人学校 平成 31年度学校教育の基本方針」 

成果物 「第１回 高度グローバル人材育成拠点事業研究指定校会議（記録）」 

P（良い） M（改善） I（面白い） Q（問い）    

・互いに直接話をす

ると気持ちが通じや

すい。内容が分かり

やすい。 

・微妙なニュアンス

が、言葉だけでなく

表情や動作からも

伝わる。 

・インタラクティブな

意思疎通がタイムラ

グなしにできる。 

・多人数でも会議が

成立しやすい。 

・今年度の研究は、

合同授業や遠隔授

業、遠隔研修の実

施し、サンパウロ日

学は道徳教育を、リ

オデジャネイロ日学

はプログラミング教

育を中心に取り組む

ことが決まった。 

・その場所に行くま

での費用や時間が

かかる。 

・互いの空き時間を

考え、場所や時間を

調整するのが大変

である。 

・話す内容に即時フ

ィードバックが必要

なため、情報検索や

準備の時間が少な

く、会議時間が長く

なりがちである。 

・アイコンタクトをとっ

たり、相槌を打った

り、質問することな

どで話を聞いている

人と気持ちと内容が

共有できる。 

・聞いている人の表

情や動作などの情

報を受け取りながら

話すことで、相手の

理解度や興味関心

を考えて話すことが

できる。 

・ICTを活用する事

で、時間や費用を節

約し、有効な遠隔会

議はできないのだろ

うか。 

・遠隔会議にはどの

ような方法があるの

だろうか。 
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取組 
（２）SPRJ 遠隔連携実験 

①第１回遠隔連携実験（LINEでビデオ接続） 

日時 ２０１９年７月３日 

場所 サンパウロ日本人学校職員室、リオデジャネイロ日本人学校職員室 

方法 

（１）ビデオ接続（インターネット回線 LINE） 

（２）メッセージ（電子メールや SNS） 

（４）音声通話（電話や SNS) 

内容 

・サンパウロ日本人学校と LINEで初めてビデオ接続をして、顔合わせをしな

がら、インターネット回線や通話、ビデオの品質について確かめた。 

・その前後に電子メールや電話で相談をした。 

・会議録について電子メールで確認をした。 

準備物 

(研修資料) 

個人の LINE アカウントで学校のインターネット回線を使い、接続した。 

リオデジャネイロ日本人学校では、HDMI接続できる液晶プロジェクターをノー

トパソコンに接続し、職員室の壁に投影しようとしたが、液晶プロジェクターの

故障のため、ノート PCの画面にだけ映像を映した。 

成果物 

「第１回遠隔連携実験記録」 

 

 

 

記録写真 

 



 

２０１９年７月４日 

 

＜改１＞第１回遠隔連携実験記録 

（リオデジャネイロ日本人学校←→サンパウロ日本人学校） 

 

日 時：２０１９年７月３日 １２時５０分〜５５分 最初の接続 

              １３時１５分〜２５分 ２回目の接続 

 

内 容： 

０．準備 リオデジャネイロ日本人学校では、HDMI接続できる液晶プロジェクターをノートパソコ

ンに接続し、職員室の壁に投影しようとしたが、液晶プロジェクターの故障のため、ノート PCの画

面にだけ映像を映した。 

 

１．最初の接続（１２：５０〜１２：５５） 

   リオデジャネイロ日本人学校職員室 ノートパソコン  

   サンパウロ日本人学校 松本先生のスマートフォン 

 音声の時間の遅れや映像が止まったりせず、接続できた。 

    メールでのやりとりで、時間の設定がずれており、サンパウロ日本人学校の準備ができる

１３：１５分まで一時中断。 

 

２．２回目の接続（１３：１５〜１３：２５） 

   リオデジャネイロ日本人学校職員室 ノートパソコン 

全画面表示をすると、全体に相手の映像が、左上にこちらの映像がうつった。友達リスト

等は表示されなかった。  

   サンパウロ日本人学校職員室 PC（富士通） 液晶プロジェクターかモニタ接続 

音声の時間の遅れがかなりあり、映像がたびたびとまった。 

     リオネジャネイロ日本人学校のノートパソコンに「相手のマイクが切断されました後ほど

かけ直してください。」の表示が出て切断。３回。 

     しばらくして、 

リオデジャネイロ日本人学校職員室 ノートパソコン  

           サンパウロ日本人学校 松本先生のスマートフォン  

 このように接続すると音声の時間の遅れや映像が止まったりせず、接続できた。 

     ただし、サンパウロ日本人学校では、スマートフォンの画面にしか映像がうつらなかった。 

     各校の教員の自己紹介（一部）、職員室の様子をうつした。 

     リオデジャネイロ日本人学校の児童が職員室をのぞき、サンパウロ日本人学校の先生

にあいさつをしていた。 

 



３．ふりかえり 

・映像がとまったり、音声が遅れたりしたのは、回線の速度か、コンピュータの性能か分

からないが、改善の必要あり。 

・自己紹介以外にも、研修や授業等など目的を持った交流につなげたい。 

・LINEのビデオ通話を今回は使ったが、skypeなど、いろいろな方法を試したい。 

・職員室の雰囲気が分かり、通信上の課題も少し見えてきた。何度もつないでみないと、

その良さや課題がわからないので、これからもビデオ通話の可能性をさぐっていきた

い。 

・職員室のインターネット回線（７月２日午前中測定 約２８Mbps）の速度を上げることと、

各教室で同時に動画が見られる程度に wifiの状況改善をするために検討中である。

インターネット回線の契約の見直しと wifiのリピーターやブリッジのための機器が必要

ではないかと考えている。 

・学校のアカウント（メールアドレス）で LINEアカウントを作ることは可能である。Skpye

アカウントも可能であり、１つの端末で切り替えることもできる。 

 

   （サンパウロ日本人学校） 

    ・サ日校の電波の状況を調べ、回線が遮断された理由を検証したい。 

    ・私的な LINEアカウントを使ったので、画面左に、松本の友だちリストが出てしまった。消

せないか試したが、わからなかった。また、通話中に私的なメッセージなどが入ることも考

えられるので、児童生徒向けに使用するときは特に、LINEの私的なアカウントは使用し

たくない。学校等で公的なアカウントを作ることはできないか。個人的には、スカイプを私

的に使っていないので、実験してみたい。 

    ・授業や研修を合同で行うには、どんな機器やソフトが必要か、それらが予算内で購入で

きるのか、どれくらいのインフラが必要なのかも調べる必要がある。 

 

 

P（良い） M（改善） I（面白い） Q（問い）    

・サンパウロ日本人

学校とビデオ会議

（LINEのビデオ通

話）ができた。 

・ビデオ会議を通じ

て、初めての人どう

しが自己紹介しあえ

た。 

・個人のデバイス

（スマートフォンが基

本）でしか使えな

い。（LINEのグルー

プを作ることが必

要。） 

・ビデオ通話中に、

メール配信連絡など

が画面に表示され

・１対１のビデオ通

話ではあったが、遠

隔でも顔を見てしゃ

べることができた。 

・表情が分かると、

親しみやすく話がし

やすい。 

・もっと快適に複数

人がビデオ通話でき

る方法はないのか。

（Skypeを次回は使

ってみる。） 

・遠隔会議に慣れて

くると、もっとスムー

ズに話が伝わるの

だろうか。 



 

  

・遠隔連携実験を試

行することでビデオ

会議をしたときに起

きる問題について考

えることができた。  

たりする。（学校用

のデバイスを使う。） 

・画像や音が途中で

止まることが何回か

あった。（インターネ

ット回線速度か、デ

バイスの性能か原

因を探ることが必

要。） 

・複数人でビデオ会

議をしたときには、

どんな様子だろう

か。  
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取組 
（２）SPRJ 遠隔連携実験 

②第２回遠隔連携実験（Skypeでビデオ接続） 

日時 ２０１９年７月１２日 

場所 サンパウロ日本人学校職員室、リオデジャネイロ日本人学校職員室 

方法 （１）ビデオ接続（インターネット回線） 

（２）メッセージ（電子メールや SNS） 

内容 ・サンパウロ日本人学校と Skypeでビデオ接続をして、LINE での接続との差

や使い勝手を比較した。インターネット回線や通話、ビデオの品質につい

て確かめた。 

・その前後に電子メールで相談をした。 

・会議録について電子メールで確認をした。 

準備物 

(研修資料) 

リオデジャネイロ日本人学校では、前日に、サンパウロ日本人学校の研究主任の

松本先生に skypeのアカウントを送り、職員室においてノートパソコンで skype

を使って、サンパウロ日本人学校と接続できるように設定しておいた。 

成果物 「第２回遠隔連携実験記録」 

 

記録写真 

 



日  時  令和元   年 ７  月 １２  日（ 金 ）  １２：５０ ～ １３：２５   

場  所 サンパウロ日本人学校、リオデジャネイロ日本人学校（Skypeによりビデオ接続） 

出 席 者 リオ日学研究主任：吉村正浩  サンパウロ日学研究主任：松本智司 

司 会 者 リオ日学研究主任：吉村正浩 

議  題 
１ プログラミング教育教師研修について 

２ 遠隔連携の取組みに関する内容・手順の見通し 

決定事項 

１ Scratchのチュートリアルや「Scratchについて」を参考に研修していく 

２ 両校の回線速度よりも接続機器による問題が大きい 

３ LINEや Skypeだけでなく Google meetなど他の接続方法についても検討する 

内  容 

〇両校の研究主任により、ビデオ接続を行った。 

○プログラミング教育教員研修については、Scratchのチュートリアルや「Scratch

について」を参考に、ビデオ接続やメールなどを利用し、昼休み等を使いながら、

数回に分けて研修を実施していくのではどうか。その試行として、吉村が松本に

Scratchの紹介とチュートリアルを活用し、プログラミング研修を行った。 

○接続状態が悪く、映像が固まったりするのは、インターネット回線の速度（リオ

日学は、約 60Mbps。サ日学は、約 50Mbps回線速度としては、大丈夫であること

を確認）よりも、接続機器を変えることで改善されることがわかった。 

○接続方法としては、次回は Google meetを利用してやってみることになった。 

 

 

  

P（良い） M（改善） I（面白い） Q（問い）    

・画像や音声が止ま

ってしまうのは、回

線速度よりも使用す

るデバイスの性能が

原因になっているこ

とが分かった。  

・画像や音声が止まっ

てしまうときには、使用

するデバイスを高性能

なものにする。 

・個人のビデオ通話を

全体で共有するには、

液晶プロジェクターが

必要。 

・LINEでも Skypeで

もビデオ通話をする

と同様の問題が起き

る。  

・個人のアカウントを使

わずに、複数人が同時

に会議することはでき

ないのか。 

（次回は、Google meet

でやってみる。） 



「目次」 

取組 （２）SPRJ 遠隔連携実験 

③第３回遠隔連携実験（Google Meetでビデオ接続） 

日時 ２０１９年７月１６日 

場所 サンパウロ日本人学校職員室、リオデジャネイロ日本人学校職員室 

方法 （１）ビデオ接続（インターネット回線） 

（２）メッセージ（電子メールや SNS） 

（４）音声通話（電話や SNS) 

内容 ・サンパウロ日本人学校と Google Meetでビデオ接続をして、LINEや Skype

と比較した。また、インターネット回線や通話、ビデオの品質について確

かめた。 

・その前後に電子メールや電話で相談をした。 

・会議録について電子メールで確認をした。 

準備物 

(研修資料) 

当日（７月１７日）に、リオデジャネイロ日本人学校の教員全員とサンパウロ日

本人学校の数人に Google meetでのビデオ会議についての招待メールを吉村（リ

オデジャネイロ日本人学校）が送信した。 

成果物 「第３回遠隔連携実験記録」 ＊抜粋 

２．ビデオ通信（Google meet） 

  問題点はあったが、両校が複数人、自分の端末でビデオ通信をした 

 ・サンパウロ日本人学校の全員に、Google meetの招待メールを送ろうとし

たが、一斉に送るグループ送信ができず、個別にメールアドレスを打った

ため、間違いが起こったり、時間がなかったりして、一部の方にだけ送信

することになってしまった。 

・本校で、ノートパソコンに、Chrome（インターネットブラウザ）が入って

いなかったため、その場でダウンロードし、インストールしたケースがあ

った。 

・画面の分割や１画面だけ大きくしたりする手順になれておらず、戸惑うこ

とがあった。 

・ビデオ会議への招待メールから、参加する方法は、分かりやすかった。 

・接続機器の性能にもよるが、だいたいはスムーズに映像や音声をやりとり

できた。画面の分割もできた。 

・複数人で、マイクとスピーカーを使用すると、ハウリングを起こし、聞き

取りにくくなってしまった。マイクをオフにするなどして対応した。 



３．ふりかえり 

・両校とも、職員室のインターネット接続速度は、複数台のビデオ接続がか

なりスムーズに交信できるレベルである事がわかった。 

・他の教室では、通信速度が落ちるため、このようにはできないことが予測さ

れる。ネットワーク環境を確認し、他の教室等でもスムーズに通信できるよ

うに整備する必要がある。 

・近い距離で複数の端末のマイクやスピーカーをオンにした場合、ハウリング

を起こし、聞こえにくい。１つの部屋では、マイクやスピーカーを１つに制

限したり、切り替えたりするなどの工夫が必要である。 

・映像だけなら、複数台が近い距離でも大丈夫である。 

・しかし、１つの場所では１つのカメラ、１つのマイク、１つのスピーカーに

制限するほうが、通信品質から考えても有効ではないか。 

・逆に、複数の場所からのビデオ会議の方法として、Google meetは有効であ

る。 

LINEや Skypeと違い、一人ひとりが、そのアカウントを持つ必要がなく、

Chrome に Googleアカウントでログインし、招待メールを送り、リンクをク

リックするだけで会議に参加できるため、Google meetは、有効であると考

えられる。 

※ ただし、会議を開く（招待する）には、Googleドライブ・ファイル・スト

リームを学校が利用していることが条件である。 (G Suite for 

education) 

     これは、ファイル共有以外にもとても便利であり、他の日本人学校等に

おいても、申請し利用する価値があると考えられる。） 

    そのため、現時点では、リオデジャネイロ日本人学校側からしか、この

ようにビデオ会議を計画し、招待することが難しい。（サンパウロ日本人

学校も、G Suite for educationに参加するか、リオデジャネイロ日本人

学校に会議を依頼していただくと、ビデオ会議が可能である。） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

P（良い） M（改善） I（面白い） Q（問い）    

・両校の複数人が自

分の端末でビデオ

通話をかなりスムー

ズにできた。 

・ビデオ会議への招

待メールから、会議

に参加する方法は、

分かりやすかった。

個人のアカウントを

使わなくてもよかっ

た。 

・画面を分割して参

加者を表示すること

ができた。 

  

・グループ送信がう

まくできなかったの

で、一部の人にしか

連絡できなかった。

（個別に送るのでは

なく、メーリングリス

トやグループ送信が

必要） 

・会議直前に Google 

meetがインストール

されていないデバイ

スがあった。（その

場で対応した。事前

チェックが必要） 

・画面の分割や１画

面だけを大きく表示

する手順に慣れて

いない。（何度もやっ

てみることや説明を

聞くことが大切） 

・複数人で、マイクと

スピーカーを使用す

ると、ハウリングを

起こし、聞き取りに

くくなった。（マイ

クをオフにするなど

して対応した。） 

・複数人でやっては

いるが、しゃべる人

は限定されてしまう

ことがある。遠慮し

てしまう。 

・I C Tを活用した遠

隔交流には、トラブ

ルがよく発生する

が、一つずつが経験

となりノウハウが蓄

積されていく。 

・複数人がビデオ通

話を気軽にできるシ

ステムは他にないの

んだろうか。 

・ビデオ会議を授業

にどう取り入れてい

けばよいのか。 

・ビデオ会議以外の

I C Tを活用した遠

隔教育はには、どん

なものがあるのだろ

うか。 

・実践をモデル化す

るには、どのような

方法があるのか。 
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取組 （３）SPRJ 共有フォルダーの作成 

日時 ２０１９年７月１１日 

場所  リオデジャネイロ日本人学校 Google Drive 

方法 （３）共有フォルダー 

内容 

・サンパウロ日本人学校との共有フォルダーを作成し、アクセス権を両校の 

教員に設定した。 

・両校の年間計画、日課表、職員名・メールアドレス一覧を共有した。 

・その前後に電子メールで相談、確認、周知をした。 

準備物 

(研修資料) 

・サンパウロ日本人学校とリオデジャネイロ日本人学校の教員のメールアドレス

の一覧 

成果物 

Google Drive の共有フォルダ「高度グローバル人材育成拠点事業」 

「研修報告「Scratch Conference in Europa 2019 に参加して」(８月２８日に

共有フォルダに追加) 

共有フォルダ写真 

 



 

  

P（良い） M（改善） I（面白い） Q（問い）    

・大きなファイルをや

りとりすることができ

る。 

・クラウドサーバー

なので、容量を気に

せずに大容量ファイ

ルも扱える。 

・両校の情報（年間

計画、日課表など）

を見て考えられる。  

・共有フォルダにど

んなファイルをいつ

入れたのか、何が

入っているのかを知

らせる方法がメール

だけでは難しい。 

・アクセスしないと、

どんなファイルがあ

るのか分からない。 

・どこまで共有すべ

きかの判断に迷うこ

とがある。 

・共有サーバーを見

るよりも、紙に印刷

した情報を壁に貼っ

た方が、情報共有し

やすかった。 

・共有フォルダの情

報を見える化して、

有効利用するには

どうしたらよいか。 

・各教科や学年の交

流や作品発表など

にも利用できるので

はないか。 
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取組 （４）SPRJ メーリングリストの作成 

日時 ２０１９年８月６日 

場所  リオデジャネイロ日本人学校 Google Drive 

方法 （２）メッセージ（電子メールや SNS） 

内容 

・サンパウロ日本人学校のメーリングリストとリオデジャネイロ日本人学校のメ

ーリングリストを Google Driveで作成した。 

・メーリングリストで１学期のふりかえりと２学期以降の取り組みについて情報

共有をした。 

・その前後に電子メール（メーリングリスト）で周知をした。 

準備物 

(研修資料) 

・サンパウロ日本人学校とリオデジャネイロ日本人学校の教員のメールアドレス

の一覧（Google Driveでのメーリングリスト作成には、Gmailのメールアドレス

が必要なため、サンパウロ日本人学校で Gmailのメールアドレスではない方には

Gmailのメールアドレス取得をお願いした。本校教員は、学校ドメイン

(@rionichigaku.com)の Gmailアドレスを取得済みの為、その必要はなかった。） 

成果物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019リオデジャネイロ日本人学校メーリングリスト 

 

 

2019サンパウロ日本人学校・リオデジャネイロ日本人学校教員メーリングリスト 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P（良い） M（改善） I（面白い） Q（問い）    

・一斉にメールが送

れるので、全員に送

信しやすい。 

・メールが項目ごと

にグループのページ

に残るので後日参

照しやすい。  

・グループのメール

アドレスの周知をメ

ールで一度行っただ

けだったので、利用

が少ない。（もっと使

ってもらえる工夫が

必要）  

・グループメールで

発信した情報は、個

人宛に出した情報よ

りも軽く見られがち

かもしれない。 

・グループのメーリ

ングリストを有効に

活用するには、どの

ような工夫が必要だ

ろうか。 
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取組 

 

（５）４校の合同遠隔教育研修 

 

日時 

①第１回合同遠隔教育研修（ ９月２０日） 

②第２回合同遠隔教育研修（１０月２９日） 

③第３回合同遠隔教育研修（１１月 ６日） 

④第４回合同遠隔教育研修（１１月２７日） 

⑤第５回合同遠隔教育研修（ １月２１日） 

⑥第６回合同遠隔教育研修（ ２月１３日） 

場所  リオデジャネイロ日本人学校職員室 他校職員室 日本 

方法 

（１）ビデオ接続（インターネット回線 Zoom） 

（２）メッセージ（電子メールや SNS） 

（３）共有ドキュメント（Google Document, Zoom のホワイトボード） 

内容 

・サンパウロ日本人学校、サンホセ日本人学校、アグアスカリエンテス日本人学

校、日本（明治大学の岸先生、海外子女教育財団の後藤さん、関口さん）とを

Zoomでつなぎ、遠隔教育に関する研修と事務連絡、相談を行った。 

・その前後に電子メールで研修についての連絡をした。 

・質問内容等について、Google Document を使って共有し、事前や合同研修中に

書き込みをした。 

・合同研修では、Zoomのホワイトボードを使い、画面共有することで情報を整理

することもあった。 

・明治大学の岸先生のご指導により、Zoomを使った会議方法、遠隔教育の方法や

例、ルーブリックなどを使った目標設定、評価のしかた、PMIQやパターンラン

ゲッジなどを使った記録のまとめ方の例などについて研修した。 

準備物 

(研修資料) 

・海外子女教育振興財団の後藤相談員が、Zoomの会議予約をして、会議参加用の

URLを電子メールで各学校に連絡した。各校担当者は、各校教員全員にその URL

を電子メールで知らせた。（本校は、メーリングリストを使用した。） 

・後藤相談員が Zoomでの会議を録画した。 

成果物 

・Zoom会議の内容を録画したビデオファイル 

（閲覧・ダウンロード用 URLについて、後藤相談員から電子メールで連絡が各校

担当者に連絡があり、各校担当者が各校教員に知らせた。本校は、メーリング



リストを使用した。それらのファイルはダウンロードし、共有フォルダに保管

し、いつでも閲覧可能である。） 

・質問事項やその回答、会議での発言等を記録した Google Documet（共有ファイ

ルとして、閲覧可能である。） 

・遠隔教育研修・プログラミング教育研修について（感想まとめ） 

１ 第１回遠隔教育研修について 

○Zoomを使って、日本とサンパウロ日本人学校をつないでの研修 

○御所市立名柄小学校のビデオ 

○遠隔教育について 

（方法、分類、基本的な考え方等） 

○その他 

・ZOOMを通して行った場合、人の表情がわかりにくい。また、疑問や質問があ

って、どうぞと言われても、質問しづらい。 

きっと、講師も同じではないかと思う。 

そのためか、同じ議題について、話し合っても、かみ合っていないように感じ

た。 

・リオ、サンパウロ、講師の先生が現時点で目指していることが違うので、共

通のゴールを作る必要があると感じました。 

・質問：先生が話すことが中心だったので、資料と先生の顔が多く映っていま

したが、参加しているみなさんの様子を見ることは可能なのでしょうか。 

 （ギャラリービューなどで、見ることは可能だと思います。） 

・受講できませんでした。 

・共通の課題をもって授業（試行錯誤，協働作業）を重ねて行くと遠隔教育の

よさが出てくるようだった。単発や数回の遠隔授業で，そのよさを活かせるの

か，引き出せるのか難しいと感じた。 

・お互いに顔を合わせて研修や話し合いをするよさが実感できた反面、一方的

な講義のような形になってしまう懸念も感じられた。今後子どもたちが使用し

たり、サンパウロと合同で研修を行っていったりする場合、お互いに意見交換

するためには、議題や発問の吟味が必要であると感じた。 

・名柄小学校では、２〜３年の間に、戸惑いから自信に変化していた。これは、

遠隔教育についてたくさんの経験を積み重ねてきたことがそれにつながったの

だろう。本校においても、教員も児童生徒が遠隔教育の経験をできるだけ多く

していくことで、その有効な利用方法がみえてくるのではないだろうか。 

・１学期の LINEや Google meetによる実験接続に比べて、初めての Zoomによる

接続では、画面共有の機能があり、分かりやすかった。まだまだ、Zoomの機能

を使いこなせていないが、マイクのミュートや画面表示など基本的な機能は分

かった。Zoomでの録画機能を使い、会議を記録していきたい。 



・遠隔教育の４つの基本型について分かった。また、遠隔教育では、回数を重ね、

試行錯誤しながら実践を重ねていく中で見えてくるものがたくさんあると感じ

た。 

 

 ２ 第３回遠隔教育研修（11月６日 12:00〜13:00）について（感想） 

○Zoomを使って４校と日本をつないでの研修 

○自己紹介 

○事務連絡 

○ルーブリックについて 

○道徳の授業におけるグルーピング等について 

○googleのアプリ（ドキュメント、スプレッドシート、スライド等）について 

○その他 

・前回と同じく、質問しづらい。やはり、事前に人間関係を作っておかない

と、遠隔でのやりとりはしづらいのではないか。Zoomで複数回繰り返す中

で、人間関係は構築されるのかは疑問。授業の中でだけのためだったら、必要

はないのか。討論や話し合いではなく、お互いに発表形式なら、できると思

う。 

・Zoomを通して、ゲームなり、レクなりして、大人も子供も話しやすい関係を

つくらないといけないように思う。 

・ルーブリックは、興味深いが、遠隔教育に集中していくべきと感じた。 

・googleアプリは便利かもしれないが、普段使いのものを word,excelなどにす

るか、googleのものにするか統一しないと使いづらいだけになってしまうと

思う。 

・自己紹介と事務連絡、ルーブリック評価の前半に参加しました。機器の接続

や使用法の説明に多く時間を使っていたような気がしました。（最初なので仕

方ありませんが） 

・道徳の授業におけるグルーピングの内容が知りたかったです。 

・質問に答える形での研修であったが、遠隔授業に直接かかわる内容とはいい

がたいものであったと思う。 

例えば、研修の多くの時間を割いたルーブリックについては、実際の授業評価

や研究の評価方法として、今後本研究で取り組むべき評価方法の一つとして、

例示や示唆がほしかったが、ルーブリックについての説明で終わった。本研究

の主たる柱ではないものと考えており、もっと今後の研究の方向性や具体的内

容についての研修であってほしい。このルーブリックの研究だけで十分な研究

となる重要な柱であり、柱は増やさないでほしい。 

・後半の１５分程度参加しました。 

・道徳のグルーピング（サンパウロ２０人，リオ５人）について，サンパウロ

４グループと日学１グループで話し合い，それぞれのグループで深めた意見を



 

交換する方がよいと思いました（話し合う内容にもよると思いますが）。理由

としては，道徳では「自分事として」「自分との関わり」で課題について話し

合うことが大切です。初対面の人の中では，なかなか腹を割った話し合いはで

きないと思います。また人数差，遠隔で生じる僅かな時間差などもあり活発な

議論は難しいと考えるからです。  

P（良い） M（改善） I（面白い） Q（問い）    

・遠隔教育について

の基本的な型やル

ーブリック等の評

価、PMIQやパター

ンランゲッジなどの

まとめ方の例につい

て知ることができ

た。 

・研究指定を受けて

いる４校の様子を知

ることができた。 

・Zoomを使った遠

隔研修を受けること

で、ホワイトボードや

画面共有などにつ

いて実習できた。（と

ても役立ち、実際の

授業で使うことがで

きた。） 

・Google Document

を使うことで、質問

事項や会議のまと

めを共有することが

できた。（これからも

っと有効に使える方

・先行研究や事例に

ついて十分に知らな

いで取り組んだ。

（今後は、他の事例

も参考にしたい。） 

・限られた時間の中

で、聞きたいことや

話したいことが多く、

十分とは言えなかっ

た。（合同研修以外

でも、質問をするな

ど、コミュケーション

を密にしていきた

い。） 

・Zoomの機能を使

いこなせていない。

（Zoom会議の予約

方法やホストとして

の会議の開始方

法、録画方法、画面

切り替え等について

の研修が必要） 

・遠隔教育について

の基本的な知識は

得られたが、実践に

どう応用するかが不

安。（回数多く、経験

することが必要） 

・時差はあるが、実

際に４校と日本をつ

ないでやってみるこ

とができた。 

・遠隔教育といって

も色々なパターンが

あり、日本人学校ど

うしでやることにも意

味があると思った。 

・規模の違う学校ど

うしの連携の難しさ

と面白さを感じた。 

・LINEや Skype, 

Goole meetを使用

した時よりも、Zoom 

の方が使いやすい

ようだ。 

・先生たちがビデオ

会議をうまくできるこ

とが、子どもたちの

スキルアップにつな

がりるのではない

か。  

・Zoomの有料版を

学校予算で購入す

ることはできないの

だろうか。 

・Zoomの利用を簡

単にする工夫には、

どんなものがあるの

だろうか。 

・機器を簡単に接続

でき、会議を簡単に

予約、開始するマニ

ュアルを作ってはど

うか。 

・遠隔教育を行なっ

ていない時にも、遠

隔教育を意識して、

子どもたちを伸ばす 

指導に結び付けら

れないか。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法を自分でも研修し

ていきたい。） 

・顔を見て声を聞き

ながらビデオ会議を

することで、発表者

に親しみをもって話

を聞くことができた。

（まだ直接出会って

はいないが、出会っ

たことのあるような

感覚になる。） 

・岸先生はもちろん

だが、他の方から機

器や Zoomの操作

方法について情報

を提供いただき、

「そんなこともできる

のか」と思った。（こ

ちらもできるだけ使

って、情報を提供で

きる側としても参加

したい。）  

・遠隔教育と高度グ

ローバル人材育成

の関係が分かりにく

い。（整理して、研究

主題や研究仮説に

結びつくようにして

いきたい。） 



 

「目次」 

取組 （６）SP 中学３年と RJ中学３年のプログラミング教育の合同授業 

日時 

①顔合わせ、自己紹介（11月 13日）  

②Scratch 正多角形をプログラムでかく 

・サンパウロ日本人学校中学３年（11月 27日） 

・リオデジャネイロ日本人学校中学３年（11月 28日） 

③Scratch ねこから逃げるプログラムづくり（12月４日） 

場所 
サンパウロ日本人学校中学３年教室、リオデジャネイロ日本人学校中学３

年教室 

方法 

（１）ビデオ接続（インターネット回線 Zoom） 

（２）メッセージ（電子メールや SNS） 

（４）音声通話（電話や SNS) 

（６）共有ドキュメント（Zoomのホワイトボード） 

内容 

①顔合わせ、自己紹介 

②Scratch 正多角形をプログラムでかく 

・「小学校プログラミング教育に関する研修教材」（文部科学省） 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1416408.htm 

のテキスト教材「Scratch 正多角形をプログラムを使ってかく」を使い、

T１吉村（リオデジャネイロ日本人学校）と T２松本（サンパウロ日本人学

校）がサンパウロ日本人学校中学３年生（６名）に、ゲストティーチャー

型で遠隔授業を行なった。 

③ Scratch ねこから逃げるプログラムづくり 

・「小学校プログラミング教育に関する研修教材」（文部科学省） 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1416408.htm 

のテキスト教材「Scratch ねこから逃げるプログラムを作る」を使い、T

１吉村（リオデジャネイロ日本人学校）と T２松本（サンパウロ日本人学

校）が、サンパウロ日本人学校中学３年生（６名）とリオデジャネイロ日

本人学校中学３年生（２名）に合同遠隔授業を行なった。テキスト通りの

プログラムを作成してから、ゲームの工夫について話し合い、発展的なプ

ログラミングに挑戦した。他にサンパウロ日本人学校の先生が数人参

観やサポートをされていた。 

・その前後に電子メールや音声通話で相談をした。 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1416408.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1416408.htm


・授業計画やワークシートを電子メールで送受信した。 

準備物 

(研修資料) 

① 

・機器（リオデジャネイロ日本人学校） 

生徒用 iPad２台（１人１台） 教師用 PC(ノートパソコン) 

  液晶プロジェクタ接続用 PC(Windows10)  液晶プロジェクタ 

・Zoom会議を吉村のユーザー名で予約し、その URLを松本先生（サンパウロ

日本人学校）に伝えた。 

・Zoom会議を吉村がホストとして開始し、録画した。 

・Scratch3.0（オフライン版） 

② 

・機器（リオデジャネイロ日本人学校） 

生徒用 iPad４台（１人２台でプログラム作成用とテキスト教材表示用） 

教師用 PC(ノートパソコン) 液晶プロジェクタ接続用 PC(Windows10) 

・液晶プロジェクタ 

・ワークシート「遠隔交流ルーブリックを作ろう！」 

・ワークシート「遠隔交流についての感想」 

・テキスト教材「Scratch 正多角形をプログラムを使ってかく」 

（文部科学省） 

・Zoom会議予約（海外子女教育振興財団の後藤相談員に吉村が電子メールで

連絡し、予約をしてもらった。） 

・Zoom会議参加 URLを後藤相談員より連絡を受け、松下先生（サンパウロ日

本人学校）に連絡した。 

・Zoom会議を吉村がホストとして開始し、録画した。 

・Scratch3.0（サンパウロ日本人学校はオフライン版、リオデジャネイロ日

本人学校は、オンライン版 https://scratch.mit.edu/projects/editor/に

接続し、生徒のユーザー名でサインインして使用した。） 

 

③ 

・授業計画「中学３年交流学習『Scratch ねこから逃げるプログラム作

り』」 

・ワークシート「遠隔研修ルーブリックを作ろう！」 

・ワークシート「遠隔交流についての感想」 

・テキスト教材（iPad等で閲覧）「Scratch ねこから逃げるプログラム作 

り」（文部科学省） 

・Zoom会議予約（海外子女教育振興財団の後藤相談員に吉村が電子メールで

連絡し、予約をしてもらった。） 

https://scratch.mit.edu/projects/editor/


・Zoom会議参加 URLを後藤相談員より連絡を受け、松下先生（サンパウロ日

本人学校）に連絡した。 

・Zoom会議を吉村がホストとして開始し、録画した。 

・Scratch3.0（サンパウロ日本人学校はオフライン版、リオデジャネイロ日 

本人学校は、オンライン版 https://scratch.mit.edu/projects/editor/に 

接続し、生徒のユーザー名でサインインして使用した。） 

成果物 

① 

・授業記録「第１回 SP交流（中学３年）をふりかえって」 

・授業記録ビデオ 

・授業記録クリップ写真 

 

 

 

 

 

 

 

② 

・授業記録ビデオ 

・授業記録クリップ写真 

  11月 27日サンパウロ日本人学校中学３年 

・ワークシート（記入済み）＊一例のみ示している。 

  「遠隔交流ルーブリックを作ろう！」 

https://scratch.mit.edu/projects/editor/


 
「遠隔交流についての感想」 

 

 

 

③ 

・授業記録ビデオ 

・ワークシート（記入済み）＊一例のみ示している。 

  「遠隔交流ルーブリックを作ろう！」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ネコから逃げるプログラム作り」のめあてを考えよう 

 

 



「遠隔交流についての感想」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

・授業記録クリップ写真 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・Scratch プログラム生徒作品「ねこから逃げるプログラム」 

 （ネコを速くしたり、数を増やしたりするなど発展的に工夫したもの） 

 



  

P（良い） M（改善） I（面白い） Q（問い）    

・少人数どうしだった

のもあり、全員が話

せた。 

・プログラミングが初

めてでも、プログラミ

ングを楽しめ、工夫

できた。 

・プログラムをどう発

展させるかについ

て、色々な意見を出

すことができた。 

・改良のアイデアを

実際にプログラムに

活かすことができ

た。 

・少人数のため、そ

れぞれの教室で教

師がフォローしやす

かった。 

・授業の流れ（プロ

グラミングの流れ）

をワークシートにし

ておくことで、作業ス

ピードの個人差に対

応でき、生徒の満足

度も高かった。（これ

は、S P教員研修で

の意見が参考にな

った。） 

  

・慣れるまでは、自

分から話すのをため

らいがちである。 

・画面に映っている

以外の情報がなく、

理解しているのかや

どこまで作業が進ん

でいるかを確認でき

ない。（作業が終わ

ったら、動作で示す

など分かるように伝

える工夫、様子を受

け取る工夫が必要。

また、その教室にい

る教師がサポートす

ることが必要） 

 

・聞き手が反応しな

いと話し手が聞き手

の様子を理解できな

いので、話しづら

い。（聞き手が話し

手にリアクションを

返すようにする。） 

 

・話す順番をなかな

か決められず、譲り

合うことがあった。

（自分から積極的に

発言する。自分たち

で順番を考えて相互

指名したりする。） 

  

・プログラムの工夫

について、合同授業

で話し会うと、こちら

で予想しなかったア

イデアが出てきた。 

・ルーブリックを考え

るときに、１回目より

も２回目、２回目より

も３回目と生徒自身

がバージョンアップ

していった。 

・プログラミングを通

しての交流であった

が、最後には、それ

以外のことについて

も質問しあうなど、

交流が深まっていっ

た。 

・チャットによる交流

方法を提案する生

徒もいた。  

・この次のステップと

して、各教科への応

用や難しくやりがい

のある課題をどう与

えたらよいか。 

・年間計画の中に位

置付けて計画的に

取り組むことは難し

いだろうか。 

・他教科と合科で取

り組むなど、カリキュ

ラムマネジメントをし

て遠隔教育に取り

組めないか。  



「目次」 

取組 （７）SP 小学５年とプログラミング教育遠隔授業 

日時 

①事前打ち合わせ、顔合わせ（12月 11日）  

②Scratch 正多角形をプログラムでかく（12月 12日） 

③Scratch ねこから逃げるプログラムづくり（12月 13日） 

場所 サンパウロ日本人学校図書室、リオデジャネイロ日本人学校小３・４教室 

方法 

（１）ビデオ接続（インターネット回線 Zoom） 

（２）メッセージ（電子メールや SNS） 

（４）音声通話（電話や SNS) 

内容 

①打ち合わせ（授業の目的、流れ、使用する機器、児童の様子、ワー

クシート等について） 

②Scratch 正多角形をプログラムでかく 

・「小学校プログラミング教育に関する研修教材」（文部科学省） 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1416408.htm 

のテキスト教材「Scratch 正多角形をプログラムを使ってかく」を

元に吉村が作成したワークシートを使い、T１吉村（リオデジャネイ

ロ日本人学校）がサンパウロ日本人学校小学５年生（１６名）に、

ゲストティーチャー型で遠隔授業を行ない、T２松下（サンパウロ日

本人学校）がサポートした。他にサンパウロ日本人学校の先生が数

人参観やサポートをされていた。 

③ Scratch ねこから逃げるプログラムづくり 

・「小学校プログラミング教育に関する研修教材」（文部科学省） 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1416408.htm 

のテキスト教材「Scratch ねこから逃げるプログラムを作る」を使

い、T１吉村（リオデジャネイロ日本人学校）が、サンパウロ日本人

学校小学５年生（16名）に遠隔授業を行なった。T２松下（サンパウ

ロ日本人学校）が児童の活動をサポートした。他にサンパウロ日本

人学校の先生数名が、参観やサポートをされていた。 

・その前後に電子メールや音声通話で相談をした。 

・ワークシートを電子メールで送受信した。 

準備物 

(研修資料) 

① 

・機器 リオデジャネイロ日本人学校 教師用 PC(ノートパソコン) 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1416408.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1416408.htm


・Zoom会議を吉村のユーザー名で予約し、その URLを松下先生（サンパウロ

日本人学校）に伝えた。 

・Zoom会議を吉村がホストとして開始し、録画した。 

 

② 

・機器 リオデジャネイロ日本人学校 教師用 PC(ノートパソコン) 

・Zoom会議予約（海外子女教育振興財団の後藤相談員に吉村が電子メールで

連絡し、予約をしてもらった。） 

・Zoom会議参加 URLを後藤相談員より連絡を受け、松下先生（サンパウロ日

本人学校）に連絡した。 

・Zoom会議を吉村がホストとして開始し、録画した。 

・ワークシート「交流学習ルーブリックを作ろう！」 

・ワークシート「交流学習の感想を書こう！」 

・ワークシート「正多角形をプログラムでかこう」 

 

③ 

・ワークシート「ねこから逃げるプログラムを作ろう！」 

・ワークシート「交流学習ルーブリックを作ろう！」 

・ワークシート「交流学習の感想を書こう！」 

成果物 

①  

・打ち合わせ、顔合わせ記録ビデオ 

・打ち合わせ、顔合わせ記録クリップ写真 

 

 

 

② 

・授業記録ビデオ 

・授業記録クリップ写真 



 

 

・ワークシート（記入済み）＊一例のみ示している。 

  「遠隔交流ルーブリックを作ろう！」 

 

「交流学習の感想」 

 

 



③ 

・授業記録ビデオ 

・授業記録クリップ写真 



 

・ワークシート（記入済み）＊一例のみ示している。 

  「交流学習ルーブリックを作ろう！」 

 

「交流学習についての感想」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・Scratch プログラム生徒作品「ねこから逃げるプログラム」 

 （発展的に工夫したもの） 

 

P（良い） M（改善） I（面白い） Q（問い）    

・プログラム作成手

順についてのワーク

シート（「正多角形を

プログラムでかこう」

「ねこから逃げるプ

ログラムを作ろう！」

を小学生用にして分

かりやすくしたので、

授業が進めやすか

った。 

・相手の教員が、子

どもたちのフォロー

をよくしてくれて、進

行状況をモニタリン

グしたり、質問に対

応したりしていた。 

・相手の人数が多い

と遠隔では対応しき

れない。進行状況が

つかめず、質問に答

えきれない。（その

場にいる教員がサ

ポートする。分かり

にくい専門的なこと

は、困っている子の

画面を遠隔で話して

いる講師に見せて

質問させることで解

決した。） 

・それぞれが作成し

たプログラムをどう

保存するかを考えな

ければならない。 

・正多角形のかきか

たで、角度を計算で

はなく試行錯誤で求

めたり、ねこから逃

げるプログラム作り

のアイデアをどんど

ん出したりできた。

（小学５年どうしや他

の学年と合同授業

がしたかった。） 

・もっと難しいことや

自分の考えたプログ

ラムを作りたいな

ど、とても意欲的だ

った。 

・教科の力を高める

ことやより深学びの

ためにどのように遠

隔でのプログラミン

グ教育を進めていっ

たよいだろうか。 

・多人数で、スピード

や技能、興味などの

個人差にどう対応し

ていったらよいか。 

・別の学校との時間

調整をうまくやる方

法はないだろうか。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・子どもたちの発言

が思ったより活発だ

った。 

・授業前の期待感が

高く、とても意欲的

だった。 

・自分で工夫したプ

ログラムの内容を一

生懸命に説明しよう

としていた。 

・２人で１台のコンピ

ュータを使っていた

のでお互いに話し合

い、助け合ってい

た。 

・自分たちの分から

ないことや困ったこ

と、やりたいことにつ

いて、しっかりと質

問できていた。 

（自分のパソコンに

保存させるか、ユー

ザー名とパスワード

を入れてサインイン

し、Scratchのクラウ

ドに保存させるかす

る。） 

・ワークシートをつく

るのに時間がかか

った。（一度作ったも

のは、他の機会に

再利用できるように

ストックしておく。） 

・一人ずつの画面が

指導者側から一斉

に見えないので指

導しにくい。（そうい

うアプリがあるので

はないか検討す

る。） 
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取組 

（８）SP プログラミング教育教員研修 

①第１回プログラミング教育研修 

「小学校プログラミング教育概要」（ゲストティーチャー型） 

日時 ２０１９年１１月６日 

場所 サンパウロ日本人学校職員室、リオデジャネイロ日本人学校中学生教室 

方法 
（１）ビデオ接続（インターネット回線 Zoom） 

（２）メッセージ（電子メールや SNS） 

内容 ・本校の第２回プログラミング教育研修「ネコから逃げるプログラムを作

る」を２０分程度行なった後、サンパウロ日本人学校の先生方と合同で 

「小学校プログラミング教育の概要」について、文部科学省のサイトの研修

教材を使いながら、講義形式（ゲストティーチャー型）で教員研修を行な

った。 

・その前後に電子メールで相談をした。 

準備物 

(研修資料) 

・Zoom会議予約（海外子女教育振興財団の後藤相談員に吉村が電子メールで

連絡し、予約をしてもらった。） 

・Zoom会議参加 URLを後藤相談員より連絡を受け、松下先生（サンパウロ日

本人学校）に連絡した。 

・Zoom会議を吉村がホストとして開始し、録画した。 

・文部科学省のサイトから「Scratch 正多角形をプログラムでかく」（テキ

スト教材）をダウンロードし、共有サーバーに入れ、iPad等で見られるよ

うにしておいた。 

成果物 遠隔教育研修・プログラミング教育研修について（感想まとめ） RJ 

４ 第２回プログラミング研修（11月６日 15:40〜16:30）について 

記録写真 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

P（良い） M（改善） I（面白い） Q（問い）    

・「小学校プログラミ

ング教育の概要」に

ついて、プレゼンを

使って講義したこと

で内容について知る

ことはできた。 

・事前に内容に目を

通すなど、研修の機

会があることで、意

識が高まった。 

・講義形式の研修で

気をつけなければな

らないことについて

考えられた。 

 

  

・講義形式だったた

ので、内容が伝わり

ったかどうか分から

ない。 

・第１回目の研修

「小学校プログラミン

グ教育の概要」を受

けていなかったり

（14名中 3名）、事

前学習で「正多角形

をプログラムでかく」

に取り組まなかった

（14名中 6名）方が

いた。 

・2回目のプログラミ

ング体験では十分

に目標を達成できな

かったと感じた方も

多かった。（14人

中、十分目標達成３

人、目標達成６人、

目標達成しなかった

５人） 

（事前の声かけや簡

単な復習を研修の、

まとめをやってはど

うか。）  

・直接話している人

を見て研修している

人たちと、遠隔で研

修を受けている人た

ちがいることが不思

議な感覚だった。 

・内容はうまく伝わっ

たのだろうか。確認

する方法はないの

か。 



「目次」 

 

 

取組 

（８）SP プログラミング教育教員研修 

②第２回プログラミング研修「ネコから逃げるプログラム作り」 

 （ワークショップ形式、ゲストティーチャー型） 

日時 ２０１９年１１月２９日 

場所 サンパウロ日本人学校職員室、リオデジャネイロ日本人学校３・４年教室 

方法 
（１）ビデオ接続（インターネット回線 Zoom） 

（２）メッセージ（電子メールや SNS） 

内容 ・「Scratch ネコから逃げるプログラム作り」について、文部科学省のサイ

トの研修教材を使いながら、ワークショップ形式（ゲストティーチャー

型）で教員研修を行なった。 

・その前後に電子メールで相談をした。 

・後日、研修についてのアンケートを電子メールでいただいた。 

準備物 

(研修資料) 

・Zoom会議予約（海外子女教育振興財団の後藤相談員に吉村が電子メールで

連絡し、予約をしてもらった。） 

・Zoom会議参加 URLを後藤相談員より連絡を受け、松下先生（サンパウロ日

本人学校）に連絡した。 

・Zoom会議を吉村がホストとして開始し、録画した。 

・文部科学省のサイトから「ネコから逃げるプログラム作り」テキスト教材

をダウンロードし、共有サーバーに入れ、iPadで見られるようにしておい

た。 

・この研修までに、各自が文部科学省のサイトで「Scratch 正多角形をプロ

グラムでかく」を見て、自分でプログラミングを体験して Scratchに慣れ

ていただくようお願いしていた。（事前に相談した際、「Scratch 正多角

形をプログラムでかく」の内容を全員で研修する時間は取りにくいので、

第１回目の合同研修で「小学校プログラミング教育の概要」を本校教員と

一緒に研修した。第２回目の研修は、「Scratch 正多角形をプログラムで

かく」の内容を体験済みとの前提でスタートすることをお知らせしてい

た。） 

・ワークシート「遠隔研修ルーブリックを作ろう！」 

・ワークシート「遠隔研修についての感想」 



成果物 ・ワークシート（記入済み）「遠隔研修ルーブリックを作ろう！」 

 

・ワークシート（記入済み）「遠隔研修ルーブリックを作ろう！」 

  
 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ワークシート（記入済み）「遠隔研修についての感想」 

 



P（良い） M（改善） I（面白い） Q（問い）    

・Scratchの体験は

SPの教員のほとん

どできた。 

・子どもたちが感じ

る難しさと楽しさを味

わうことができた。 

・自分で「Scratch 

正多角形をプログラ

ムでかく」に取り組

んだ人が多い。 

・事前に「ねこから逃

げるプログラム」の

プログラミングをや

ってみた人もいた。 

・自分で研修するだ

けでなく、他の人の

サポートをする人が

いた。 

・本校では、iPadに

資料を入れたので、

スクロールして見や

すかった。印刷する

費用や時間が節約

できた。 

・事前にルーブリッ

クを作成することで

自分の目標をはっき

りともって研修に臨

めた。自己評価もで

きた。 

・第１回目の研修

「小学校プログラミン

グ教育の概要」を受

けていなかったり、

十分に理解されてい

なかったりする方も

いたのではないか。

（簡単な復習やまと

めを自習していただ

くか、２回目の研修

の最初５分くらいで

やってはどうか。） 

・事前に自分で

「Scratch 正多角形

をプログラムでかく」

に取り組んでもらっ

たが、できなかった

人がいた。（何人か

で取り組んでいただ

くか、連絡してもらっ

て、Zoomで一緒に

やることもできる。） 

・多人数の作業状況

や理解度が分から

ない。（相手の教室

にいる先生の協力

が必要。できるだ

け、難易度の低い課

題を設定し、自分な

りの工夫について考

える活動を取り入れ

る。内容を詰め込ま

ない。） 

・事前に課題に一人

で取り組んだ時はで

きなかったが、当日

にみんなで研修した

時はより難しいこと

ができた。 

・プログラムが意図

通り動いた時の歓

声はよくわかるが、

じっと困っている時

は状況が分からな

い。 

・研修中に、いろい

ろなところで、助け

合いが起こる。 

・一人ずつの事前に

作成したルーブリッ

ク（交流について、

プログラミングにつ

いて）で、活動に差

が出るのかもしれな

い。 

・ペアやグループを

ルーブリックや自己

申告を元に工夫す

ると、研修が有効に

進むのではないか。 

・簡単すぎても難し

すぎても意欲が湧か

ない。ちょっと難しい

課題に挑戦するとこ

とが面白い。（hard 

fun を感じる） 

・プログラミング教育

では、メンターが重

要な役割を果たす

のではないか。その

教室の先生やグル

ープでできる人がメ

ンターになり、遠隔

でつながっている教

員はスーパーバイ

ザーとして、メンター

では対応しきれない

ことやメンターから

の質問に対応して

はどうか。ピアサポ

ートも重要ではない

か。 

・１人１台でプログラ

ミングを進めてもよ

いが、２人 1組でや

るのもよいのではな

いか。 



  

・同じ内容の授業を

見ることで先に研修

して、この研修に臨

んだことでより理解

が深まった人がい

る。 

・この研修後に、同

じ内容の授業に参

加し、子どものサポ

ートができた人がい

る。 

・研修をする側とし

て、研修を受けた側

からのアンケートに

より成長できた。（次

の授業で発問や指

示、ワークシートな

どを工夫することが

できた。） 

 

 

 

 

  

・手順の説明だけ

で、指示された通り

に動いているだけで

は、プログラミング

的思考は育たない。

（プログラミング的思

考を育てる発問、指

示が必要。マニュア

ルに書いてあること

は詳しく指示しなくて

もよい。マニュアル

やそこまでの確認が

必要） 

 



「目次」 

取組 （９）SP 小学５年 RJ小学５年・６との合同道徳授業「同じ空の下で」 

日時 ２０２０年１月２２日  

場所 サンパウロ日本人学校図書室、リオデジャネイロ日本人学校５・６年教室 

方法 

（１）ビデオ接続（インターネット回線 Zoom） 

（２）メッセージ（電子メールや SNS） 

（３）共有フォルダー 

（４）音声通話（SNS） 

（６）共有ドキュメント（Zoomのホワイトボード） 

内容 ・サンパウロ日本人学校小学５年生とリオデジャネイロ日本人学校小学５・

６年の合同道徳授業を行なった。 

  主題「同じ地球に生きている」 

〔4-(8)国際理解・国際親善〕【特別の教科道徳 C-(18)】 

・その前後に電子メールや LINE、ビデオ会議で相談をした。 

・後日、記入後のワークシートを共有フォルダーに入れた。 

準備物 

 

・Zoom会議予約（海外子女教育振興財団の後藤相談員に松本先生（サンパウ

ロ日本人学校）が電子メールで連絡し、予約をしてもらった。） 

・Zoom会議参加 URLを後藤相談員より連絡を受けた。 

・Zoom会議を吉村がホストとして開始し、録画した。 

・Zoom会議予約（グループ討議用）は、松下先生（サンパウロ日本人学校）

が予約し、４つの Zoom会議参加 URLについてリオデジャネイロ日本人学校

に連絡してもらった。 

・機器（リオデジャネイロ日本人学校） 

  PC(ノートパソコン)１台 授業記録、全体発言用  

iPad 5 台（グループ討議用４台、液晶プロジェクタ接続用１台） 

液晶プロジェクター 

・道徳指導案、配置図 

・ワークシート「同じ空の下で」①、② 

・道徳資料「同じ空の下で」 

・「世界の子どもたちは今」 ・ユニセフ協会動画 

・プレゼンテーション「同じ空の下で」 

・「５歳以下死亡数」 ・「命のメジャー」 

・「評価」 



・事前に各校で、主題「同じ地球に生きている」について、「世界中の子ど

もたちの様子や気持ちについて考えよう」という授業をしておく。その話

し合いの結果をまとめて、本時の授業を行った。 

成果物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・SP道徳 ZOOM接続準備動画 

・SPRJ顔合わせ Zoom(202001210825SP小学５年 RJ小学５年６）動画 

・SPRJ合同道徳授業 Zoom(20200122SP小学５年 RJ小学５年６）動画 

・RJ板書記録 

 
 

・ワークシート（記入済み） 

 「同じ空の下で」① ＊一部のみ表示 



 

  

 「同じ空の下で」② 



 

 



 

 

 

 

 

・「ワークシートまとめ」 

・「授業反省（リオ日学）」 



授業反省（リオ日学） 

 

①遠隔合同授業について 

○機器の接続に由来する問題点 

・今回は接続機器も多くチャレンジだった。（今までは１・２台） 

・小グループに別けることで活発に意見交換をさせるねらいがあったが，機

器の設定が大変になった。 

・機器が多いほどどこに向かって話していけばいいのか分りづらい。どこから

音がでているのか分からない。聞きづらい。 

・「聞こえていますか」と「聞こえているかどうか」を確かめるのに時間がかか

った。 

・設定を前日準備で調節確認しても当日は不調なことがあった。接続グルー

プを間違える。（グループの話し合いで，子ども達同士で自分が何グルー

プか紹介する必要もある。） 

・前日の打合せ。当日の準備が大変。 

・今回の授業では授業者と機器の操作に２人必要だった。教員の負担が大

きく普段の授業で遠隔合同授業を行えるか疑問。 

・ホスト画面が小さすぎて，授業に没頭できない。（リオ側のプロジェクターを

映すスクリーンの問題） 

・接続に関しては環境（遠隔専用の部屋をつくる『リオ日学側』など）を整えて

いけば，改善できるのでは。 

○コミュニケーションについて 

・画面（カメラ）に向かって話していない。⇒相手を意識して話していない。 

・相手が話をしているときに，聞いている自分の姿が相手に見えているかど

うか分からないので，見られている意識がない。そのため頷いたりしてい

ない。 

・自分が映し出されている画面で話していると，相手を意識することが出来な

い。表情や頷きなどの身体表現から相手が理解しているかどうか判断で

きない。画面と話しているようで相手意識がなくなってしまう。 

・コミュニケーションが成立するには，相手を見ながら話し合える方がよい。

相手の顔が見えないと不安。 

・相手の話が正しく分かるためには言葉や図で表示（板書）しないと内容がく

み取れない。話し合いのテーマやキーワードは言葉で画面に映し出し，両

校で見えるようにする。⇒話し合いの支援になる。 

 



②道徳の授業について 

・今回のような現代的な問題は，他教科や総合などを使って横断的に取り組

むことが出来る（関連的な道徳）。例えば，先に道徳で扱い意識を高めて

（課題意識をもたせる）おいてから，他教科で扱う。または，他教科で知識

理解を深め，自分事として身近に考えることが出来るようになってから，道

徳の授業をする（補充・深化・統合）こともできる。道徳の授業で全てをしか

も短期間でおこなったので，今回は道徳の時間がかかった。 

・導入後にグループ発表があり，各グループで話し合い，その後グループ発

表，ウェビングマップづくり，と活動内容が多くなった。話し合いの場をつく

るのありきではなくて，議論が深まるように最適な方法（グループ・ペア・イ

ンタビュー方式など）を考えて，そして議論のテーマを明確にして，話し合

いをさせないと中身がぼやけてくる。 

・遠隔授業では画面を介するので，こちら（教師）の言葉（意図）が分かりづら

かったり，時間がかかったり，するので，指示発問をシャープ（精選して）に

する必要がある。 

・遠隔授業では意見のやり取りに時間がかかるので，子ども達にも自分の意

見を長くしゃべるのではなく，まとめて短く説明できるような力が必要。 

・相手の意見を聞きっぱなしでなく質問出来れば良かった（相手の意見を考

えながら聞く）。相手の意見を深めてあげることが大切。 

・打合せに時間をかけたが，授業の最初のウェビングマップを使って発表さ

せる内容や方法がずれるなど，どうしても教師間でズレが生じた。離れた

ところで打合せをするので難しい面がある。 

 

今回出てきた課題を受けて日々の授業で取り組んでいくこと 

普段の授業からコミュニケーション力を育てることが必要。⇒それが遠隔の

授業で発揮できる。 

⇒①普段の授業から話し合いの方法や目的を教師が明確にして授業を行

い，子どもが話し合いの力を育てる必要がある。 

②相手を意識して話したり聞いたりする力を育てる。 

 

・授業記録ビデオ 

・授業記録クリップ写真 



 

 
 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P（良い） M（改善） I（面白い） Q（問い）    

・たくさんの機器を

接続しての合同授

業ができた。 

・子どもたちが、一

人ずつ意見をしっか

り発表する場面があ

った。 

・子どもたちが、自

分たちの学級だけで

は出てこない多様な

意見を聞くことがで

きた。  

・接続機器が多いた

め、準備が大変だっ

た。 

・グループ交流の時

に別のグループと間

違えて接続して話し

ていて、途中で気づ

いた。（話し合いの

最初にグループを

確認する必要があ

る。） 

・接続機器が多い

と、どこに向かって

話してよいのか、ど

こから音が出ている

のか分かりにい。聞

こえづらい。（部屋で

１つのスピーカーか

らみんなで聞こえる

工夫やみんなの声

を拾う工夫が必

要。） 

・機器の操作担当と

授業進行担当の２

・画面上のホワイト

ボードだけでなく、教

室のホワイトボード

や黒板を映す方が

分かりやすいことが

ある。 

・グループ討議で

は、聞こえにくい伝

わりにくい状況で、

工夫しているグルー

プがあった。（別の

静かな部屋に自分

たちで移動したり、

聞こえやすい見えや

すい位置に移動す

ることができたりした

グループもあった。）  

・もっと簡単に合同

授業はできないのだ

ろうか。（打ち合わ

せ、機器の準備な

ど） 

・子どもたちが１台

ずつ機器を持って、

上手に操作しながら

遠隔授業ができるよ

うにならないのだろ

うか。  



 

 

 

  

名の教員が両方で

必要だった。 

・前日までの打ち合

わせ、当日の準備

が大変だった。 

液晶プロジェクター

で映したメインの画

面が小さすぎて、授

業に集中できない。

（大きなスクリーンに

映す必要がある。遠

隔教育用の部屋を

作ってはどうか。） 

・カメラに向かって

（相手を意識して）話

していない。（自分

が相手にどう映って

いるかを確認しなが

らも、相手を見なが

ら話し合える環境が

必要。 

・相手の話が正しく

分かるには、言葉や

図で表示（板書）し

ないと内容が汲み

取れない。（話し合

いのテーマやキーワ

ードは言葉で画面に

映し出し、良好で見

えるようにする。 

・離れたところで打

ち合わせをするので

教師間でズレが生じ

やすい。 



「目次」 

取組 
（10） RJ 総合的な学習「リオデジャネイロ紹介クイズ」に SP小学５年

からコメントをし、RJ児童生徒が改良する  

日時 ①SP小学５年が RJ児童生徒の作成したプログラムにコメントする 

（２０２０年２月１１日） 

②RJ児童生徒が SP小学５年のコメントを参考にプログラム改良する 

（２月１９日） 

③本校児童生徒が、プログラム発表会をする。   （予定３月１４日） 

場所 サンパウロ日本人学校音楽室、リオデジャネイロ日本人学校３・４年教室 

方法 （１）ビデオ接続（インターネット回線） 

（２）メッセージ（電子メールや SNS） 

（３）共有フォルダ 

内容 ・３学期の総合的な学習は、全校で「リオデジャネイロを紹介しよう！」と

いうテーマで取り組み、Scratchでそれぞれが小テーマを決めて３問ずつ

のクイズを作成した。 

・サンパウロ日本人学校のどこかの学年でクイズのプログラムを見てコメン

トをいただけないか打診したところ、小学５年の学級で取り組んでいただ

けることになった。 

・本校児童生徒が Scratchで作成した「リオデジャネイロ紹介クイズ」のプ

ログラムとコメントを書くワークシートを事前に送信した。 

・コメントと感想の書かれたワークシートと写真がサンパウロ日本人学校か

ら電子メールで送られ、共有フォルダにも保存されていた。 

・中間発表会では、本校の児童生徒同士がそれぞれのプログラムの良い点や

工夫したら良い点についてコメントした。 

・サンパウロ日本人学校小学５年のみんなが真剣に見てくれている写真を見

せ、コメントを読んで、自分のプログラムを改善する学習を行なった。 

・電子メールや SNSのメッセージ等で情報交換をしながら取組を進めた。 

準備物 ・ワークシート「Rioクイズ コメント用紙」 

・Scratch プログラム「リオデジャネイロを紹介しよう！」10本 

（電子メールで松下先生（サンパウロ日本人学校）に送り、共有フォルダ

に入れた。） 

・Scratch3.0（サンパウロ日本人学校：オフライン版） 

・機器（リオデジャネイロ日本人学校） 

  iPad ９台 ノート PC ２台 （児童生徒に各１台）  



成果物 授業写真１（サンパウロ日本人学校小学５年生 ２月１１日） 

 

 

ワークシート「Rio クイズコメント用紙」（記入済み） ＊一部のみ表示 



 
授業写真２（リオデジャネイロ日本人学校児童生徒 ２月１９日） 

 

 

 



ワークシート「Rio クイズ中間発表コメント」（２月１９日感想） 

  ・今日は、スクラッチで１問めまで、できました。音は始める時と、せいか

いした時と、まちがえた時です。早くみんなにみせて、アドバイスをもら

いたいと思いました。 

  ・今日、スクラッチでみんなの意見を見て、３問ともせいかいしたら 

   “GOOOOAL!!“が出てくるようにする、もし１問でも間違えたら, 

”GOOOOAL!!”が出てこないように工夫しました。 

  ・はいけいを写真にしたら、問題の答えになっている写真があったから、

答えにならない写真をスクラッチんい入れるやり方を、H さんに教えても

らいました。それで、答えを出してから答えにならない写真を載せようと

したけど、まだできていないので、次はそこを直したいです。 

  ・今日は、スクラッチで M さんに、GOOOOAL!!のいれかたをおしえてもら

ったから、いいと思いました。 

  ・今日はまちがえたら、こたえがでるようにすることと、結果発表でふうせ

んをつけた。家で完せいさせたい。それにたくさんの人が驚くように改良

したいです。 

  ・前の中間発表会でみんなのを見て、付け足したいなと思ったところから

修正していった。まだ日学の皆が言ってくれたところを修正できていな

い。手を加えていきたいと思うところは、まだまだあるので、雑にならな

いていどにペースを上げていきたい。 

  ・今日は、工夫するといい所でたくさんもらった、「音をつけた方がいい」を

しました。はじめは、さがす方ほうがわからなかったけど、聞いてみたら

「音」の所からえらべることが分かりました。たくさん音があったのでえら

ぶのは、たいへんだったけど、いいと思ったものをえらびました。他に

も、すこしキャラクターに動きをつけました。次はもっと動きをつけたいで

す。 

  ・２問目が見られるようにしたのとカウントダウンをつけることをしました。

２問目が見えたし、カウントダウンがつけられてとてもうれしかったです。

前よりもっとおもしろくなったと思いました。 

  ・今日のスクラッチをやってみて、みんな（Rioの人もサンパウロの人も）

の意見をもとにたくさん改良する所を見つけることができたのでよかっ

たです。その改良点をもとに自分なりにスクラッチで作ることができたの

でよかったです。これは、次もう２時間あるけど、完成はしそうにないの

で、家でも作っていきたいと思います。 

  ・今日は説明文を作っていったり、文字の色を見やすい色に変えたりと改

良していった。音と説明文を使うと、よりおもしろくなっていった。リオのこ

とは、一部くらいしか作れなかったけど、このクイズをやってくれた人が
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「おもしろい」「来てみたい」と思えるようなクイズを作りたい。次はもう少

し改良するところを見つけたい。 

  ・サンパウロ日本人学校の５年生の人の感想やアドバイスを取り入れる

ことができました。まだ音が上手にできないので、次は音と画像を入れ

るのをしたいです。バグっている所も原因をつきとめて、改善していきた

いです。 

P（良い） M（改善） I（面白い） Q（問い）    

・それぞれで時間は

必要だったが、合同

授業より、調整しや

すかった。 

・児童生徒がコメント

を落ち着いて読むこ

とができ、参考にす

ることができた。 

・直接はつながって

いないが、交流相手

を意識して活動でき

た。 

・プログラム作品に

肯定的なメッセー

ジ、的確な工夫した

らよい点についての

メッセージをもらっ

た。 

  

・もらったコメントを

児童生徒ごとに分け

て印刷するのに時

間がかかった。（エ

クセルなどのスプレ

ッドシートに直接書

き込めば、連結した

りソートしたりするこ

とで、資料がすぐに

作れる。しかし、児

童生徒が入力する

のに時間がかかる） 

・コメントをもらって

から、プログラムを

改善し、フィードバッ

クするまでに時間が

かかる。（インターネ

ット上にプログラム

作品を公開し、それ

に直接コメントをもら

うこともできる。） 

・コメントを書いてく

れているサンパウロ

日本人学校小学５

年の写真を掲示して

話をすると、本校の

児童生徒がコメント

を真剣に読んでい

た。 

・自分たちの「リオデ

ジャネイロを紹介し

よう」クイズを作る時

に、誰に見てもらい

たいかという時に、

サンパウロ日本人

学校の児童生徒に

見てもらいたいと発

表する子どももい

た。 

・作った作品にいろ

いろな人からコメント

をもらうことで、もっ

と意欲が高まるので

はないか。 

・完成した作品をイ

ンターネット上に公

開し、コメントをもら

ってはどうか。 

・自分たちもよく似た

テーマでプログラム

を作っている人たち

の作品にコメントを

出して交流すること

はできないか。 

・プログラムの作成

にあたり、資料集め

や技術的なアドバイ

スなどにも協力して

もらえる関係づくり

ができないか。 


